
五

専
攻
学
科
目　

材
料
科
学
・
電
子
顕
微
鏡
学

生　

年　

月　

昭
和
三
三
年
一
〇
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
八
年　

三
月 

九
州
大
学
工
学
部
金
属
系
学
科
卒
業

同　

六
三
年　

三
月 
九
州
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

六
三
年　

三
月 
工
学
博
士
（
九
州
大
学
）

同　

六
三
年　

七
月 

（
財
）
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
所
入
所

平
成　

三
年　

七
月 

米
国
ケ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ザ
ー
ブ
大
学
材
料
科
学
科
客
員
助
教
授

同　
　

五
年　

七
月 

（
財
）
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
所
主
管
主
席
研
究
員

同　
　

八
年　

七
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
助
教
授

同　

一
五
年　

一
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研
究
機
構
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

一
七
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研
究
機
構
長
（
平
成
三
〇
年
三
月
ま
で
）

同　

一
九
年　

四
月 

（
一
財
）
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
客
員
主
管
研
究
員
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

同　

一
九
年　

九
月 

東
北
大
学
原
子
分
子
材
料
科
学
高
等
研
究
機
構
主
任
研
究
者
（
兼
任
、
現
在
に
至
る
）

 

（
平
成
二
九
年
四
月
名
称
変
更　

東
北
大
学
材
料
科
学
高
等
研
究
所
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

幾い
く　

𠩤は
ら　

雄ゆ
う　

一い
ち



六

専
攻
学
科
目　

電
子
顕
微
鏡
学
・
材
料
科
学

生　

年　

月　

昭
和
四
八
年
一
二
月

略　
　
　

歴　

平
成　

九
年　

三
月 
東
京
大
学
工
学
部
材
料
学
科
卒
業

同　

一
五
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

一
五
年　

三
月 

博
士
（
工
学
）（
東
京
大
学
）

同　

一
五
年　

四
月 

日
本
学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員

同　

二
三
年　

六
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研
究
機
構
准
教
授

同　

二
九
年
一
二
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研
究
機
構
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
一
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
総
合
研
究
機
構
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

柴し
ば　

田た　

直な
お　

哉や



二
二

工
学
博
士
幾
𠩤
雄
一
氏
及
び
博
士
（
工
学
） 

柴
田
直
哉
氏
の
「
最
先
端
電
子
顕
微
鏡
法
の
開

発
と
ナ
ノ
界
面
工
学
へ
の
貢
献
」（
共
同
研
究
）

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

幾
𠩤
雄
一
氏
は
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
最
先
端
電
子
顕
微
鏡
学
お
よ
び
ナ
ノ

材
料
科
学
の
飛
躍
的
発
展
の
過
程
で
、
世
界
を
先
導
す
る
多
数
の
業
績
を
上

げ
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
四
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
透
過
型
電
子
顕
微
鏡
法
の
最
先
端
を
開
拓
し
、
ナ
ノ
材
料
科
学
に

お
け
る
諸
問
題
の
解
決
に
応
用
し
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
ナ
ノ
界
面
お
よ
び
格

子
欠
陥
に
お
け
る
局
所
原
子
構
造
、
元
素
分
布
、
局
所
電
子
状
態
を
実
験
お
よ

び
計
算
に
よ
り
定
量
的
に
評
価
・
解
析
す
る
革
新
的
な
手
法
を
確
立
し
た
。

同
氏
の
具
体
的
な
研
究
と
し
て
、
超
高
分
解
能
走
査
透
過
電
子
顕
微
鏡
法

（STEM

）
を
高
度
に
駆
使
し
、
材
料
界
面
に
お
け
る
ド
ー
パ
ン
ト
や
不
純
物

な
ど
の
材
料
機
能
に
直
結
す
る
原
子
の
直
接
観
察
に
成
功
し
た
成
果
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
成
果
は
、
材
料
科
学
分
野
に
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら

し
た
。
ま
た
同
氏
は
、
我
が
国
で
最
初
に
球
面
収
差
補
正-STEM

法
を
導
入

し
、
こ
れ
を
材
料
界
面
の
解
析
に
高
度
に
適
用
す
る
と
と
も
に
、
原
子
分
解
能

で
の
電
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
分
光
法
（EELS

）
と
第
一
原
理
計
算
手
法
を
併

用
す
る
手
法
を
提
唱
し
、
世
界
に
先
駆
け
て
界
面
・
転
位
な
ど
の
原
子
構
造
・

電
子
状
態
の
定
量
解
析
法
を
確
立
し
た
。

二
〇
一
七
年
、
同
氏
は
電
子
顕
微
鏡
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、STEM

の
空
間

分
解
能
四
〇
・
五
pm
を
達
成
し
、
現
時
点
に
お
い
てSTEM

と
し
て
の
世
界
最

高
性
能
の
記
録
を
打
ち
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
低
角
に
散
乱
さ
れ
た

電
子
を
選
択
的
に
取
り
込
む
環
状
明
視
野
（A

B
F

）-STEM

法
を
電
子
顕
微
鏡

メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
新
た
に
提
案
・
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
材
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
材
料
中
の

リ
チ
ウ
ム
原
子
や
水
素
吸
蔵
材
料
中
の
水
素
原
子
カ
ラ
ム
の
観
察
に
は
じ
め
て

成
功
し
た
。
こ
の
研
究
を
起
点
と
し
て
、
本
手
法
は
日
本
発
の
新
解
析
手
法
と

し
て
世
界
的
に
広
く
普
及
し
た
。
現
在
で
は
、
海
外
の
研
究
機
関
に
お
い
て
も

一
般
的
な
手
法
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
。

一
方
、
柴
田
直
哉
氏
は
、
原
子
分
解
能
走
査
透
過
電
子
顕
微
鏡
（STEM

）

の
高
度
化
と
材
料
界
面
研
究
へ
の
応
用
に
関
し
て
、
世
界
を
先
導
す
る
数
多
く

の
卓
越
し
た
業
績
を
挙
げ
、
当
該
分
野
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
具

体
的
に
は
、
原
子
ス
ケ
ー
ル
で
電
磁
場
分
布
を
直
接
可
視
化
す
る
手
法
を
世
界

に
先
駆
け
て
開
発
し
、
材
料
・
デ
バ
イ
ス
分
野
の
新
た
な
ナ
ノ
計
測
手
法
と
し

て
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
材
料
界
面
に
お
け
る
機
能
発
現
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
に
資
す
る
数
多
く
の
研
究
成
果
を
報
告
し
て
い
る
。



二
二

同
氏
の
具
体
的
な
研
究
と
し
て
、
原
子
分
解
能
対
応
型
の
多
分
割STEM

検
出
器
を
開
発
し
、
こ
の
検
出
器
を
用
い
た
微
分
位
相
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ

り
、
半
導
体p-n

接
合
界
面
の
電
場
観
察
や
磁
気
ス
キ
ル
ミ
オ
ン
内
部
の
磁
場

観
察
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
本
手
法
を
原
子
分
解
能
化
し
、
原
子
核
の
正
電
荷

と
電
子
雲
の
負
電
荷
と
の
間
に
存
在
す
る
電
場
に
よ
っ
て
電
子
線
が
受
け
る
僅

か
な
偏
向
を
精
密
に
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
内
部
の
電
場
分
布
を
実

空
間
観
察
で
き
る
と
い
う
原
理
を
初
め
て
見
出
し
た
。
本
成
果
は
、
原
子
配
列

を
観
察
す
る
装
置
に
留
ま
っ
て
い
た
電
子
顕
微
鏡
を
、
原
子
内
部
や
原
子
間
構

造
ま
で
を
も
実
空
間
観
察
で
き
る
装
置
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
革
新
的
な
成
果
で
あ

る
。二

〇
一
九
年
に
は
電
子
顕
微
鏡
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、
電
子
顕
微
鏡
の
未
踏

領
域
で
あ
っ
た
試
料
上
を
無
磁
場
に
保
っ
た
ま
ま
原
子
分
解
能
観
察
す
る
た
め

の
新
た
な
対
物
レ
ン
ズ
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
で
初
め
て

無
磁
場
環
境
に
お
い
て
一
オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム
以
下
の
空
間
分
解
能
を
達
成

し
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
磁
性
材
料
の
原
子
構
造
観
察
を
可
能
に
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
装
置
を
用
い
て
、
二
〇
二
二
年
に
は
反
強
磁
性
体
に
内
在
す
る
原

子
磁
場
の
実
空
間
観
察
に
初
め
て
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
電
子
顕
微
鏡

の
常
識
を
打
ち
破
る
画
期
的
な
成
果
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
極
め
て
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。

幾
𠩤
・
柴
田
両
氏
は
、
相
補
的
か
つ
連
携
し
て
開
発
し
た
最
先
端
電
子
顕
微

鏡
解
析
手
法
を
駆
使
し
て
、
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
種
々
の

材
料
現
象
を
解
明
す
る
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
界
面
原

子
・
電
子
構
造
と
機
能
特
性
の
相
関
、
無
機
材
料
中
の
軽
元
素
の
原
子
位
置
の

同
定
と
物
性
と
の
関
係
、
転
位
芯
・
格
子
欠
陥
構
造
の
解
明
、
そ
の
場
観
察
に

よ
る
材
料
変
形
お
よ
び
破
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
粒
界
偏
析

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
不
均
一
触
媒
界
面
構
造
の
解
明
、
粒
界
三
重
点
に
形
成

さ
れ
る
一
次
元
規
則
結
晶
の
発
見
、
な
ど
を
次
々
と
解
明
し
て
き
た
。
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
成
果
に
立
脚
し
、
界
面
や
格
子
欠
陥
の
機
能
を
利
用
し
た
新
材
料
の

設
計
・
創
出
を
実
現
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
成
果
は
、
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト

な
国
際
誌
な
ど
九
〇
〇
報
を
超
え
る
原
著
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外

で
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
両
氏
が
最
先
端
電
子

顕
微
鏡
学
お
よ
び
ナ
ノ
材
料
科
学
分
野
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
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